
平成14年12月25目
　　生保数理…・一’1

　　　　　　　　　　　　　生保数理（問題）

問題1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48点）
　次の（1）から（8）までの各問について、それぞれ選択肢の中から正しい答えを選んで、指定

　の解答用紙の所定欄にその記号を記入せよ。また、（5）については問題文中の空欄に当ては

まる1つの記号を解答用紙の所定欄に記入せよ。

（1）　　　　1
　　｛一。。．、で・α・1バ7750となるとき・α側＝万1の値に最も近いものは次のどれカ㌔

　　必要ならば次の数値を使用すること。　　トα9852　ツm；o．8617

（A）　　8．12　　（B）　　　8，14　　　（C）　　8．16　　（D）　　8．18　　　（E）　　　8．20

（F）　8．22　　（G）　　8．24　　（H）　　8．26　　（I）　　8．28　　（J）　　　8．30

（2）保険に加入した者の生存数は、下表のとおり、契約時カ干ら3年を経過するまでは、選択表

　　に従い、その後、終局表に従うとした場合、（4工］→イエ1、、→4工］、、→7主、、→4、、…という形で進

　　行）、61歳で保険契約に加入した者の。一δ、、：司の値に最も近いものは次のどれカ㌔必要な

　　らば次の数値を使用すること。　　ソ＝0．9852

ト1
zレ］ 4元］、1 イ比］、。

7五十3

工十3

選択表 終局表

60 88，4871 87，923 87，114 86，078 63

61 87，320 86，763 85，965 84，943 64

62 86，158 85，608 84，821 83，727 65

63 84，985 84，442 83，600 82，436 66

（ム）　　2．65　　（B）　　　2．67　　　（C）　　2．69　　　（D）　　　2．71　　　（E）　　　　2．73

（F）　2．75　　（G）　　2．77　　（H）　　2．79　　（I）　　2．81　　（J）　　　2．83

（3）ある集団（年齢20歳から22歳）において加入員は毎年、脱退原因Aと死亡により脱退し

　　ていくものとする。この時、脱退原因Aの中央脱退率はm二＝O．080に始まり、1年増すこと

　　にO．005ずつ減少し、m■＝O．070となる。また、絶対死亡率はt≧20の時、
　　　　　　　　　　　　　　　22
　　g二、＝1，lo。グ（多、。＝o．oo1）に従うとする。この時、7、。＝1OO，OOOとした場合、’、、の値に最

　　も近いものは次のうちどれか。なお、脱退の発生は1年を通じて一様に起こるものとし、A脱

　　遇と死亡はそれぞれ独立に発生するものとする。

（A）　　79，545　　（B）　　79，579　　（C）　　79，613　　（D）　　79，647　　（E）　　　79，681

（F）　79，715　（G）　　79，749　（H）　79，783　　（I）　　79，817　　（J）　　79，851
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生保数理………2
（4）

　　ψ）1司一1＋I＋1および（・・■十・の時・4＝・一に等し㈱ま次のうちどれカ㌔

　　（A）　　　　　（B）

m一わ十（n＋1）o　　　m＋ろ一m

　n＋1　　　　　　　　n

　（F）　　　　　（G）
〃。一わ十〃。　　　（n＋1）o一わ十〃。

　　（C）　　　　　（D）

ηo＋わ一（〃今1）o　　　ηo÷わ一m

　　　n＋1　　　　　　　〃÷i

　　　（H）　　　　　（I）

（n＋1）o＋わ一（m＋1）　伽十わ一m

〃十1　　　　　　　　〃十1

　　　（E）

（n斗1）o一あ十（〃十1）o

　　〃十1

　　　（J）

（〃一ト1）α十ろ一〃。

n　　　　　　　　　〃寺1

（5）連続払の終身年金現価について、δ工＝12．50、利力と死力は年齢によらず一定の値であ

　　り、利力は死力の3倍である。一方、

吋コ肌μ
と表せることから・瓦は確率変数［二二］の平均値とみなすことができる。［二二］の中に

最も適切な1つの記号を用いて埋めよ。また、［二二コの標準偏差を求めた場合、最も近

い値は次のうちどれか。

　　（A）　3，062　　（B）　　3，125　　（C）　　3，536　　（D）　　3，785　　　（皿）　　　4，067

　　（F）　4，167　　（G）　　4，556　　（H）　4，725　　（I）　　4，975　　（J）　　　5，250

（6）保険料一時払保険期間〃年満期保険金額1の生存保険で、期間途中の死亡に対して

　　は責任準備金の4割を即時に支払う保険を考える。この保険の」時払純保険料をTh1e1e

　　の微分方程式を用いて求めた場合、一時払純保険料を表す最も簡潔な式は次のうちどれ

　　か。ここで、Th1e1eの微分方程式とは次の算式をいい、また、五は生存給付金、∫は死亡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　保険金を示している。

　　　　　　　　　　　　　aグ（掘）
　　　　　　　　　　　　　　f一（μ工、，・δ）、沖）・巧（一〕一亙、一μ、、、∫、

　　　　　　　　　　　　　　励

（刈 ﾘAヅB㌧・・C〃4（C）・…ゾ・必（D）・．・・㌦

（皿） ｩ・・”久）04（F）小山）皿6（G）1・・1一山）α4（H）・．・・ゾ・（』必）

（I）α・・ゾ・（1一山）（J）レ・（1一肌）戸6

（7）　40歳加入全期払込20年満期養老保険（保険金額1　保険金年末払）において
　　　∫工＝100－x，’＝3．0％のとき、年払営業保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。

　　ただし、予定新契約費は新契約時に保険金額の3％、予定集金費は保険料払込のつど営

　　業保険料の3％、予定維持費は毎年始に保険金額のO．3％とする。必要ならば

　　　γ＝1／（1＋j）＝o．970874，γ2㌧o．553676，aイ（1＋’）＝o，029126を使用せよ。

　　（A）　0，045　　（B）　　0，046　　（C）　　0，047　　（D）　　0，048　　（E）　　　0，049

　　（F）　0，050　（G）　　0，051　　（H）　　0，052　　（I）　　0，053　　（J）　　　0，054

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－22一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生保数理………3

（8）　契約年齢40歳、年払全期払込10年満期養老保険（保険金額1保険金即時支払）の

　　第・保険年度末・年チルメル式責任準備金アニ島にお／・て・・一・で・1鴨一α…とな

　　るチルメル割合αの値に最も近いものは次のどれか。

　　必要ならば次の数値を使用すること。ノ。。＝万一＝0，863，ん1＝す≡＝o．876，δ珊＝万「9，277，

　　δ　＿　昌81415，δ　　＿；4，838，δ　　＿邑3．902
　　　41191　　　　側151　　　　41川

（A）　0，008　　（B）　　O．010　　（C）　　0，012　　（D）　　0．O14　　（E）　　　0，016

（F）　O．018　（G）　　0，020　　（H）　　0，022　　（I）　　0，024　　（J）　　　0．026

間題2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18点）
　次の（1）から（3）までの谷間について最も適当な数値または最も簡潔な算式を、計算過程を

簡潔に示すとともに、指定の解答用紙の所定欄に記入せよ。なお、計算過程の記入のない答

案は採点の対象とはならない。

（1）　ある定常社会では各年齢層における人口と1年間の死亡者の平均年齢は以下のとおり

　　　とする。

年齢層ごとの人口
1年間の死亡者

ﾌ平均年齢

20歳未満 9万人 1O歳

20歳以上60歳未満 14万人 40歳
60歳以上 3万人 70歳

ここで、死亡者の平均年齢とは「20歳未満で死亡する者の平均年齢が1O歳」「20歳以

上60歳未満で死亡する者の平均年齢が40歳」「60歳以上で死亡する者の平均年齢

が70歳」であることを表す。

この定常社会における平均寿命の値に最も近い自然数を求めよ。

（2）　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　。
　　（y）（z）がそれぞれ、μ工＝　　（0≦xくα）に従うとき、e正（yくz）を求めよ。

αi　x

（3）　x歳加入保険期間〃年年払全期払込養老保険（保険金額1保険金年末払）の第7保

　　険年度末責任準備金を〕㌧、1＋π・5元＝三一としたとき、この責任準備金は全期チルメル式

　　責任準備金として表すことができる。

　　この保険のチルメル割合を年金現価の記号のみ用いた最も簡潔な式で表せ。

　　ここで、一、㌧、、は年払全期払込終身保険の平準純保険料式責任準備金（保険金額1、保

　　　　　　　　　　　　M＿M　　険金年末払）、s一＿　工　舳、また、πは計算基数又は年金現価の記号によって表さ
　　　　　　　　　　工＝’一　D
　　　　　　　　　　　　　　五十五
　　れる式とする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生保数理………4

間題3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14点）
以下の空欄に当てはまる記号または式を指定の解答用紙の所定欄に記入せよ。

なお、空欄円ま分数表示を認めない。また、⑥・⑦の解答にあたっては死亡確率g工，”g工，”1g工

を使用した表記としないこと。

33歳の親と2歳の子を被保険者とする保険料年払終身払込の連生終身保険がある。子が22

歳到達後に死亡すれば死亡保険金1を死亡した年度末に支払い、22歳以前に死亡した場合は既

払込保険料（以下に示す親の死亡により免除される保険料は含まない）を死亡した年度末に返還し

保険契約は消滅する。子が22歳になるまでに親が死亡すれば以後の保険料の払込が免除される

が、子が25歳に到達すれば子の負担で再び払込が開始され子の終身継続する。

また、年払純保険料Pに対し、営業保険料はグ＝P（1＋o．o1）十〇．o02とする。この保険の年払純

保瞥料および1O年経過後の責任準備金、。γを表す式を求める。なお、親と子は同一の生命表に
従っものとする。

D。 …………………………… iI）

既払込保険料1グを返還する場合は、子が第王年度で死亡するか、親が第1年度に死亡して

その後手が22歳になるまでに死亡する場合である。

・子が第1年度で死亡する場合の給付現価は生命関数を用いて表すと、

　　　　　　　　　　　　　　　グ・②

・親が第王年度に死亡してその後手が22歳になるまでに死亡する場合の給付現価は生命関

　数を用いて表すと、

グ・侮・ K（〔二］）

これと％。＝1Iρ。。及び計算基数を用いて整理すると、既払込保険料1グを返還する場合

の給付現価は、

p．匝二二］一ρ。。・（匝二二］）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D。

　同様に、既払込保険料2グを返還する場合の給付現価は、生存確率及び計算基数を用い
て表すと、

2P・
D。

以下、同様の式が得られるから、これらを加えて整理すると子が22歳以前に死亡した場合の

給付現価は、生存確率および計算基数を用いて次のように表せる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一



生保数理………5

グ・O／⑦。 ／……・……・一・…………・（1）

○契幽ム璽価
P・⑧ ・………………・・…………

i㎜）

○第21年度～什23年度の収入現価

P・ ……………………………
i1V）

・D。

○箆幽ム塾匝
　　　　　　　　　　　　　　　P・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D。

よって、（五）～（V）およびP㌧P（1＋0．01）十0，002により、

……・…………・・………・
iV）

①　　　　　÷⑪
P宝
　　D。・⑧ 十⑨　　　　　十⑩ 十⑫

　　　　　　　　　　．⑭　　　　　　　　　　　　⑮
1．7一　　　　十P・　　　　　　　　一p・
　　　　　D1．　　　　　　　　　4。

○契約開始後10年経過後の将来法責任準備金（親が死亡している場合）

D1。

親が死亡するまでに払い込まれた保険料の回数をκ回とすると、

　　　　　　　　　　。⑰
1。レ　　　　　　十P
　　　　Dl。

　　　　　　　　　　⑱
　　　　　　　　＿戸・
Dl。 Dl。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生保数理………6
問題4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20点）

次の空欄に当てはまる一つの記号を所定の解答用紙の指定欄に記入せよ。一つの記号とは

　　　　　　　　　　　　　＾　　　〆
例えばM㍍・Jζなどをいい・朴や庁などは不可とすポつの記号以外を記入した解

答は採点の対象とならない。

就業者である兀歳の被保険者が、年払〃年満期全期払込定期保険（死亡保険金

額1保険金年末支払）に加入した。保険料の払込は就業不能状態となった以降は免

除するものとする。なお、就業不能状態からの回復はないものとし、以下の保険料計算

においては予定事業費率は考慮しないものとする。

（1）この定期保険の年払保険料を以下のとおり求める。

　この保険の支出現価は、次の二つの合計となる。

　A．κ歳の就業者が〃年間のうちに就業者のまま死亡した場合に年度末に保険金1を

　　　支払う保険の支出現価

　B．κ歳の就業者がm年間のうちに就業不能状態となり死亡した場合に年度末に保険

　　　金1を支払う保険の支出現価

　Aの一時払純保険料を計算基数を用いて表すと、
［］一［1コとな私．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（I）

　　　□
Bの一時払純保険料を計算基数を用いて表すと、

［］一E］一・二。［］．区］
　　　　　　　　　　　　　　□　とな乱．．．．．（。）

　　　　　　　　□

年払純保険料をpとすると、収入保険料の現価は、計算基数を用いて表すと、

、×（［］一匹コ）と狐．．．．．．．．．．．（㎜）

　　　　　［
収支相等の原則より（I）十（■）＝（皿）が成り立つ。

よって、求める年払純保険料（p）を、計算基数を用いて表すと、

　　E］一［コ。［｝E］一・二。［コー区コ

。一　　　　　　　　　　　［コ
　　　　　　　　　　　　［］一匹二］

〔一匹＝．・二x［一口
　　　　　　　　　　　　　［］　＿＿．．．．．．．．．．．．．．．．．（W）

　　　　　［コー匝ニコ

（2）この保険契約のx＋C歳の者の将来法および過去法における保険年度末責任準備金を

　　考え、両者が一致することを証明する。なお、責任準備金は、就業者と就業不能者とを

　　区別せずに計算するのが一般的な方法であるが、ここでは両者を区別して考えるもの

　　とする。また、以下では就業者についての将来法・過去法の責任準備金の一致を考え

　　ていくこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生保数理…・…・・7
x＋c歳の者の将来法により計算した保険年度末責任準備金を仏とすると、

　　　　　　　　　“一五Il　　　　　　　　　　　　　　　　π・！一1
／1：f・い1．丘ρれ＝Σ1州匝二十ザ・匝］

　　　　　　　　｛恥匝コー・・シ・〔

　　両辺にγ洲を乗じ、さらに〆・fセニ、十（J二、，一zζ・、ρ二）｝で割って計算基数を用いて表示す

　ると、

　　トコー牢・［一年
　　　　　　　．DI　　　　．、DI
　　　　D　＿D與・二坐　　D　＿〃一・”
　　　　　州　工が　　　舳　工か
　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

　　　　　一匡コ．匡］一［一、×匝コー厘コ
　　　　　　。．。・・．・1・1　厘コ　　。．〃・．生

　　　　　　洲　工が　　　　　　　　　　洲　工が　　　　　　　　　　∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬

一厘コ｛ユ国コ．匡］一匡コー、×回コー唾］
　　。．が．・1・・。．。・．生　匡］　　。．。・．・1・
　　洲　工が　　用　工が　　　　　　　　　　五十’　工か
　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

次に、x＋c歳の者の過去法により計算した保険年度末責任準備金を仏とすると、

　　　　　　　　　　丘一1　　　　　　　　　　　　　卜1／1：｛一11．fρ伽＝・XΣ（・・1）H・回コ’Σ（・・f）｛・国コ

ー／K（・・ザ・回一昌（・作目

両辺にγ洲を乗じた後、〆・’・セニ：、十（ぱ、、一zζ・、ρ二）｝で割って計算基数を用いて表示すると、

つκ一、・匡］一年一［一年
　　　　　　　．D．　　　　．．が
　　　　D　＿〃一・川　　D　＿D蜆・洲
　　　　　舳　工か　　　洲　工が
　　　　　　　　北　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

　　　　　　j］一回］十匡コ国コー国］
　　　　　　　。．。阯．生。．。阯．・1・‘　国コ

　　　　　　　エ”　工が　　工十‘　工が
　　　　　　　　　　　北　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五

一、×回一回一回一回。匡］．座コー区］．．（。）
　　　。．。・．・1・1。．。・、・1・。、。・．・1・f　匡］

　　　洲　工が　　”　工が　　川　工が　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

ここで、、×国コ｛コー、x国コー厘ユ、×Eコー厘］
　　　　　　　．Di　　　　　　　　　．．Dj　　　　　　　　　．．五）’
　　　　D　＿D“・舳　　　　D　－D“・川　　　　D　－D阯・洲
　　　　　洲　工か　　　　舳　■が　　　　洲　五が　　　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北

一27一



生保数理………8
右辺第一項に（w）を代入して整理すると、

、×国コー区コ

　　　　　．〃　　ノ）　＿Du・　工十’

　　川　工か
　　　　　　工
一匡コ｛］一

　　　．が
D工、、一〃一．川

　　　D二

　　　．が
D工、、一D“．舳

　　　D二

．塵コー国コ＿、×匝］一厘コ

［ D一が．生
洲　工が

　　　　工

これを（V）に代入して整理するとZ＝帆が証明できる。

以上

一28一



問．題1．

生保数理（解答）

設問番号

解答欄

（1）

（B）

（2）

（H）

（3）

（B）

（4）

（J）

（5）

（H）

（6）

（A）

（7）

（J）

解答は上の表のとおりであり、以下に各設間の解答方法を略記する。

（1）μ工一a ﾔであるから・1・・・一∫、ご、仙1・・（・・一1）・1・・ノ

　従って、4≡ノ（86＿x）（Aは定数）

　　　　　　　　86－x一〃　よって、掘ρ工一
　　　　　　　　　86－x
　従って、o．O＝元1＝δ、。、何一十γ1010ρ40及びあ、。：元一一十γ・ρ。。・∂、、＝司により

　・、。二元一一1・γ・ρ。。・δ、、＝ザ1・へ〃。。

　　　　　　　　　86＿40＿1　　　　　　　　　　　　　　86＿40＿10
　α　＿宝1＋09852・　　　　　　　・7750＿1＋08617・　　　　　　　　＿8143
　　40：lo』　　　　．　　　　　86＿40　　　．　　　　　　　I　　　　　86＿40

　（答）　（lB）

（・）伽一呼・呼・呼であるから
　　　　　　且61］　　　161］　　　1611

　　　　　　　　85965　　　　　　　84943　　　　　　283，727
・1α・1ゴ098522（。。1。。。・09852。。1。。。寺09852。入。。。）一2789’’

　（答）　（H）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2mゴ
（3）脱退原因Aの絶対脱退率をgゴとすると、中央脱退率を用いてgゴ＿　　工一と表さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2＋m工
　れる。よって、与えられたmζ（20≦x≦22）を用いてgζ＾（20≦x≦22）を求めると次の

　ようになる。

　　　　　　　　9宕一0．076923・㌶一0．072289・括一〇．067633

また・脱退率（・1）は・絶対脱退率と絶交寸死亡率を用いて㍑（1一士・；）と表

さ帆同様に死亡率（孔）は・い；（1一刈と表さ肱

以上より、2重脱退残存表を作成すると以下のようになる。
γ

孔
7工

へ
a工

20 0．076885 O．000962 100，000 7，689 96
21 0．072249 0．001060 92，215 6β62 98

22 0．067592 0．001169 85，455 5，776 100

79579　，

（8）

（E）
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よって、求める答えは79，579となる。

（答）　（B）

（・）（・）一■与■㌦）一α・（1；、十千一1・

　　（・；．十以与人）一・

ここで・ i吋一（〃）1・1＋一・一σ・

　（ノ11ノ）工・（・；1ノ）、一（”芸仏一ろ・・

以上よ／・ノ；。。払 ｡÷1一（・斗（”十’音チ月一肌

（答） （J）

（5） 利力をδ、死力をμとおくと、題意よりδ＝3μ・…・……一①

1…一 ｡・㌦付ピδ’・ゼμ小八一…（仏†）一戸1

　　　一ド；1。一、1δ

　　　．・．μ十δ；0．08……………②

①、②より、μ＝0．02、ト0．06

一方、4は死亡するまでに受け取ることのできる給付総額の現価の平均値とみなすことがで

き・民・∬匠・〃工。μと表せる（∬〃…励・1であるから4は確率変数巧の平均値で

ある）。

※テキストP142の式（4112．6）と同じ。

よって、

　　　　　　　　　　　　　　　2
口】D（ザ肌吋（’一H・〆μ励

　　一素∫（1一・4！）2・〆加素∫（・ψ一・ゼ榊・ゼ（2州）・

一汁チ・2麦1㍍131。升δ1、・。δ1、）

1ここで、①のδ＝3μを代入すると】
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一。1・ト、・÷）一、÷・

　　　　　　1
一方、δ五一

　　　　　μ十δ

　⊥

；一 ﾅあるから、
4μ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
・例弔）■栢一（瓦）2

E。1・一（÷）十玉。2、。

・河十1・苫一・・・……レ1一…1

（別解）μ＝0．02、δ＝0．06を算出した後、以下のように一4工を経由して求めることもできる。

　　フイ・㌦昨、テ、一・…㌦一い〃・1一、チ2、一1

（答）

　　　　　　　　　　　　12］I　　　一　　　一　1　一　　ノド（ム）2
∴吻r（α工）昌丁吻γ（メエ）＝

　　　　　δ　　　　　　δ2
．面一・・・・・・…

　（H）　　（5）の空欄　～　01

　1　1

　7　16＿　　　　　　＝22．321428…

O．0036

（6）題意より砂）＝o（C＞o）、五、＝o，8、＝o．4、γ（固）であるから

　　a沖〕
　　’一（μ工、，・δ）、・1－L・・μ工、、、州

　　　〃
　　　l　a、γ同
　　　　　　　　＝δ十0．6μ工、！
　　〆働）”
　　丘

1・・川イ（δ・…μ工十ル

ここで・・γ（掘）が一時払保険料Aであり・。〆明）一1・∫μ舳如一1・・。ρ。であるので・

一1・。ル初・・．・（一1・。蜆ρ工）一・。・グ1・。（掘ρ工）σ6

ルセ初
i掘ρ工）σ㌧同（”ρ工）O－6

（答）　（A）

か1

（7）ノー＝
　　工1・1

Σ4・〆十1・㌧’ゾ

z工

一÷（妻へいトー甘…・・一（川）一1・・一（…1）1－1）
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一、。と、／一・（1・・一一か／

！　　　、　！　　、！　　　　　、．．
洲一γ’’十（1一以100一ト・ノブ

　　（1ooイX1一Ψ）

従って
ノ　・・・…牛・・・・…）・（1一・・・・…Xl・・一・・一・・畑・・・…昌。。1。。。。。。。ひ．．

舳1　　　　（100－40X1－0．970874）

　　　　　　　　　　1一ノ、一　　ノニーここでノー＝1＿肋．　よりα一＿　　刈，P．＝　工刈　　だから
　　工1腕1　　工1・1　　工1刈　a　工1判　∂一
　　　　　　　　　　　　　　工1・l
　　l＿016170769840…α　　＿＝　　　　　　　　　　　　　　　＝1314711996．・．

珊＝20i　　　　　0．029126

L．ノ・・＝珂．・・1・・・・…σ・・昌。。。。。。。。。。．．

401201　　∂　　＿　　　13114711996．．。

　　401201
従って求める営業保険料は、予定新契約費をα、予定集金費をβ、予定維持費をγと
すると

べ1・十・六・γト1・・（・・・・・・・・・・…1。］。1品。。．．・・…）

＝0．053833149・’・≒0．054

（答）　（J）

（・）1弔・ア側÷δ佃1ア為一フ佃一ア剛佃÷屯1刃

　　　　　二α5－　　　　　　　　　　40＝5■
　一（5Z）　一　　ノ・0二珂．．　　α．．
　1γ・岬＝佃一ゲα・1司一rα・1不

　　　　　　401101　　　　40151
　　一　ん＝両．．　一（・・）δ＝一

α＝（畑■ ｿ、、両0佃一】㌦呵）煮

　上の式にそれぞれの数値を代入すると

　　　　　0．863　　　　　　　　　　　　　4，838
　α昌（0876　　　8415＿0080）　　　＿001635
　　　　　9，277　．　　　　　’　　　　3，902

　（答）　（E）
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問題2．

（1）まず、η＝90，000＋140，000＋30，O00＝260，000，

　r。。＝140，000＋30，000＝170，000，4。＝30，000

・・。し・・より1、。一・，…、・・、η・一4・■407・・一・・より1、。一4…

　7。。

「・■4パ207・、1・より1。昌二…

　∫。J。。

7。。．一7。。

　したがって、平均寿命二。、五、52

　　　　　　　　　　　’。

（2）e正≡e。十e五一e。呪…一　　・・①

炉・糺必）一…（イ、．、1、、）必）一…1…一（用）1トα…書デ）一1・、1、

イ’吋（1・、1、戸十2（ll、）1∴01y一…一・②

同様に、e互＝

次に、

α一Z　　　　一…・③
2

ニハゴ州〃～・・）一r（1・。三、）（1・。三、）・

一r／1一（、1、・。1、）・7・、。．｛、．、）！舳一（、1、・。1、）ξ・。（、．1；（。．、）

一（・斗
i、1、・。1、）・（宇・、（、讐茄、）

　．α一Z（α一Z）2．．…．．．．．．．④

　　　2　6（α一y）

ゆえに、②～④を①に代入すると、

o■互

峠y・0；z＋lz－1島／－01y・1島
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　　M－M　　　　　　　　D　　　　　　　　D（3）5．＝　エ　州とあることから、s、昌二しxo一一〇　＿、3－3二Lx∂一と変形する
　工＝’一　Dユ、斤　　　　　工＝’iD工、、川I舳■’，　工＝’一D工、，、工＝”1

　　　　　　　　　　　　　　∂ことがで純文｝㌦1＋π’㌦一よりπ’㌦＝訂であることから・

　D工、。　∂工、腕
π＿　　・　　　　これを用いると、
　D工δ工＝可．∂工・1

ルー・｝青午ホー怯・へ｛司）

一1 m亥111量：）青㌣・守一1∵青升守

一一 ｡争1対1一片デ★一／★一／苧

したがって、この保険の責任準備金は全期チルメル式として表すことができることがわか

1・1のカ／lル割合は
i∴一1〕！な1。
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問題3、解答

解答 別解答の例
’　，　■　　　【 ’1　　，　．　，　■　　　【 ■．　　　，

① 〃。。 1D。。・4。

② W2
③

1＋1．γll％ 1γ’十1・、ρ、・g工、、，ツ’十’（、ρ、一、、、ρ、），γ’十1（、、19、一、9、）

④ M。一M。。

⑤ M一B一M。。

⑥ ρ、、（M、一M、，）一ψ。ψ、一〃、。） 1ρヨ、・C、、十（ρ、、＿ψ、ヨ）（M、＿M、、）も町とした。

⑦

、ρ。，（M，、、．一M、、）

⑧
∂、，、、＝珂

⑨
、。ρ、、（M，、一M、，） 1・・ρ・・’D…δ。。二司

⑩ M。。 ■1D。。・∂。。

⑪
　　　19
ｿ002’ ｴ・帆・一M・・）｝

⑫
　　　19
齔?D p札一M・・）｝

⑬ M。。

⑭
　　　　　　　　　　　　　　　　　I@　　　　　　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
f0仏一仏）・Σもル肌パ仏）｝1　　　　　　　　　　　　　　　　　I

⑮ μ・’∂1。，。。＝珂㍉ρ・・（M・・一M・・）・M・・ 11Dパ61。，。。＝呵・・ρ・ゴD・・’∂。。＝司・M・・

⑯ 〃。。

⑰ た・（M1。一〃。。）

⑱ M。。

（解説）二党隆　生命保険数学（下）P．l17第12章練習問題（2）の（5）及び（6）に類題があ

るので参考にされたい。以下では少し詳しく説明する。

まず、給付金が支払われる条件を見てみると、子が22歳到達後に死亡すれば死亡保険金1を

死亡した年度末に支払い、22歳以前に死亡した場合は既払込保険料（以下に示す親の死亡によ

り免除される保険料は含まない）を死亡した年度末に返還し保険契約は消滅する。

当然のことながら、親が先に死亡したとしても子が死亡しない限り契約は続く。

○子が22歳到達後に死亡した場合の給付現価

契約開始から2。年後であるから、ノ昌匝コ

　　　　　　　　　　　　　　　　列2　D、 ………・一…… @　　　（1）

一35一



○子が22歳以前に死亡した場合の給付現価

　この場合は既払込の営業保険料を死亡した年度末に返還し保険契約が消滅する。この場合、

子が死亡したときに親が生存している場合はそれまで払い込んだ営業保険料が返還されるが、

子が死亡したときに既に親が死亡している場合には親が死亡するまでに払い込まれた営業保険

料分のみ返還される。この2つの場合に分けて考える必要がある。

　さらに一度に給付現価の式を書き下すのはやや難しいので、まず既払込営業保険料1戸を返
還する場合がどのようになるか、次に2戸を変換する場合はどのようになるか、…と考えるこ

　とにより見通しを立てよう。

まず、既払込保険料1戸が返還される場合を考えると、問題文にもあるとおり子が第1年度

で死亡するか、親が第1年度に死亡してその後手が22歳になるまでに死亡する場合となる。

ここで注意が必要となるのは第I年度に子が死亡した場合にはその時点での親の生死によら
ず年度始に払い込まれる既払込保険料1戸が返還されることである。一方、第2年度以降に
既払込保険料1戸が返還されるとすれば親が第1年度に既に死亡していることが条件となる。

従って、子が第1年度で死亡する場合の給付現価は生命関数を用いて表すと親の生死によら

ないので、グ匹コとなる。

一方、第2年度以降に既払込保険料1戸が返還される場合は、親が第1年度に死亡してその

後手が22歳になるまでに死亡する場合であるから、その給付現価は生命関数を用いて表すと、

㌦～伽…・㌦）へ書（③～）
【既払込保険料1P｝が返還される場合】

　　　　　　　γ・％（親の生死によらない）

　　　　　　　　　　　　　19
独’ ｰへ・

親が第1年度に死亡した場合 ↓1グ

　年度　123　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021
子年齢　234　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　2122
親年齢　333435…　　　　　　　　　　　　　　　　　　5253

よって、既払込保険料1戸を返還する場合の給付現価は、g，、＝1一ρ，、及び計算基数を用いると、

～へ・
ﾒへ・一中十（1一ん）・菖へ・／一グ・／云・（1一ル）・書青／

、一・（1一ん）叫一仏）、グ．④払人一ん・（⑤仏人）

　　　　　　　D．　　　　　　　　　　　　　D。

この式は子が22歳までに死亡する場合の給付現価から親が1年間生存した後手が22歳まで
に死亡する給付現価を控除した式となっており、その場合に既払込保険料1グが返還されるこ
とを表している。
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次に、既払込保険料2戸が返還される場合を考えると、親が2回目の保険料を払い込んだ後

で子が第2年度で死亡するか、親が第2年度に死亡してその後手が22歳になるまでに死亡す
る場合となる。

ここで注意が必要となるのは、親が2回目の保険料を払い込んだ直後の年度、すなわち第2
年度に子が死亡した場合には、第2年度の親の生死によらず既払込保険料2戸が返還されるこ

とである。一方、第3年度以降に既払込保険料2戸が返還されるとすれば親が第2年度に死亡

していることが条件となる。

従って、子が第2年度で死亡する場合の給付現価は、親が2回目の保険料を払い込むという

条件、すなわち親が第2年度始までは生存してし．、るという条件が必要になるので、

2クソ33・ソ㍉g2となる。

一方、第3年度以降に既払込保険料2戸が返還される場合は、親が第2年度に死亡してその

後手が22歳になるまでに死亡する場合であるから、その給付現価は生命関数を用いて表すと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
2～・・’（㌦・～・・’’．・～・）一2～．Σ～・

【既払込保険料2P｛が返還される場合】

　　　　　　　　　ρヨ。・v2・11g。（親は第1年度は生存、第2年度は生死によらない）

　　　　　　　　　　　　　　19
11・・． ｰ～・

親が第2年度に死亡した場合
／・・

　年度　123　…　　　　　　　　　　　　　　　一　　2021
子年齢　234　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　2122
親年齢　333435…　　　　　　　　　　　　　　　　　　5253

L一一＿一＿．．＿．．＿．．＿．＿．．＿．．＿．．　　　　　　．＿．．＿．．＿一一＿．＿．．＿．＿．一　　　　　　　一一＿．一＿．一＿．＿．．＿一．＿．．＿．＿．．＿．．＿．．＿＿．．＿．、＿．．＿．＿．．＿一一＿．＿一＿．．＿一一＿．．＿．＿一．＿一．＿．．＿．＿一一

　よって、既払込保険料2戸を返還する場合の給付現価は、gヨ，＝1一ρ，，及び計算基数を用いると、

・㌦へ…へ1侮払・一・戸・／い舳（1一ん）・芝パ刈

一・ダ U・ん（1一ん）芝汁・グ・ん’舳’ヂ）肌■仏）

　　、⑥ρ。。（M。＿〃。。）＿。ρ。。（M、＿M、、）

＝2戸・
D。

この式は親が1年間生存してその後手が22歳までに死亡する場合の給付現価から、親が2

年間生存した後手が22歳までに死亡する給付現価を控除した式となっており、その場合に既
払込保険料2グが返還されることを表している。
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　以下、同様の式が得られるから、これらを加えて整理すると、

　　。業．（M、一M、、）一ρヨ。（M、一〃。，）、。。ρ。。（MゴM。。）ソ。。（M、一M。、）

　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋∠r

　　　　　　　　　D．　　　　　　　　　　　D。
　　　今3グ．必・（”ぺM・・）一・ρ・・（”・一M・・）十．．．、20グ．1・ρ・・（M・1一”・・）

　　　　　　　　　　　　　D．　　　　　　　　　　　D。

　　グ
下’｛（M・一”・・）’ρ・・（Ml－M・・）斗2’ρ・・（MゴM・・）一2’・ρ1・（M・一M・・）

　　　2
　　　．3・。ρ。。（M。一M。。）一3・。ρ。。（M。一M。。）。…。20・1。ρ。。（M．rM。。）｝

　　グ
下．｛（M・一”・・）十戸・・（Ml－M・・）・ψ・・（MぺM・・）協・（”・一M・・）・…十1・ρ・・（M・1－M・・）1

　　2
　　　19⑦、ρ。。（M。、，一M。。）

白グ’ ｰ　。、　　　　　　…．’I．’’’I．．’I．一’．一I．‘’．（・）

　この式は親が1年間生存して保険料が払い込まれるごとに、その後手が22歳までに死亡す
ることを条件に1グずつ給付現価が増加していくことを表している。

1【既払込保険料が返還される場合】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　必（w≒㌣1

20グ

2ρ33（〃ゲM22）÷D2

ρ。ヨ（Mゲ”。。）・D。

（ルら一ル722）÷D2

　業1P

　＾1P
　‡1戸

　‘lP

　年度　123　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021
子年齢　234　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2122
親年齢　333435…　　　　　　　　　　　　　　　　　　5253

これが子が22歳以前に死亡した場合の給付現価となる。
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○契約開始から20年度までの収入現価

この場合は親が死亡すれば保険料払込が免除され、子が死亡すれば当然契約は消滅すること

になるから、保険料は観と子が共存している場合になる。よって、

　　　　　　　　　　　　　　　　　P・⑧㌔，，珂　　　・……・……………………・（㎜）

021年度～23年度の収入現価
親が契約開始から20年以内に死亡した場合は保険料払込が免除されていることになり、子

が20年以内に死亡すれば契約は消滅していることになるから、保険料収入が見込まれるのは

親と子が契約開始後20年が経過した後の21年度始に共存している場合である。また21年度

～23年度の間に親が死亡した場合には子が22歳以上になっていることから保険料免除の対象

とならない。子が死亡した場合は当然契約は消滅する。よって、この期間は21年度始に親が

生存していさえすればこの期間の親の生死によらず子が死亡するまでは保険料を払い込む必要

がある。よって、

　　　　ハ、。久、、・（ツ㍉ρ、、・γ21・ρ、、・ソ20）一片、。ρ、、（＾、。ρ、…21・、、〃、・γ20・、、ρ、）

　　　、ハ。。、、、．（へ…＾）、戸．⑨必’（篶一へ）一一・・一……………・…（W）

　　　　　　　　　　D．　　　　　　　　D．

024年度以降の収入現価
親が契約開始から23年以内に死亡していたとしても、24年度始に子は25歳になることから、

以後、子が生存して契約が続いている限り子の負担で保険料の払い込みが終身にわたりなされ

る。よって、この期間の保険料収入の見込みは親の生死にはよらないから、

。回エコ
…・・ @　……・・……・・…（V）

D。

よって、収支相等の原則及び（I）～（V）により、

　　　　肯・グ・汁’（令色）一・・ろ珂…m㌣一へ）・・青

これに戸㌧P（1＋0．01）十0，002を代入して整理すると1

　　　　　　　　　　　19
地・・（’・0川002）Σ’ρ・・’～一M・・）一P’D・‘δゆ十八1・ρ・・（篶一札・）十戸’M・・

　　　　　　　　　　　　　　　19
　　　　　　　　必・⑪α002Σ’ρ・・’（Mバ仏）

．・ DP＝

D・’毛、、＝珂㌔ρ・・（M・ブM・・）・M…

19

⑫一川 ｰfρ・1’ψバM・・）
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○契約開始後10年経過後の将来法責任準備金（親が生存している場合）

　lO年後に親は43歳、子は12歳になっている。これまで考えてきたとおりに給付現価、収入
現価を考えると、

γ自ノ、uグ．（M1・一M・・）一ρ・・（Ml・一M・・）十12Pリ・μパ”・・）一・ρ・・（MパM・・）、．．．

10ml，2　　　　　D　　　　　　　　　　D　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ2

…グ・9k仏）一生柚（㌣十へ）・制

M。。p
昌＿

¥＿・｛11（MバM22）一11ρ43（M13－M22）十12∫フ43（〃13－M；2）一22ρ43（MパM22）十．・・

D1．Dl。

・・帆（帆）1一｛柚／㌣）・判

、厘五十グ
⑭’0ψ1・一M・・）・Σ1洲舳一”・・）

．、図憂　D1。　　　　　　ρ。　　　　　　　　　　q。
；【給付現価】

M÷D　22　　12
19ρ43（MパM22）÷D12

ρ鵯（MlヨーM。。）÷4。

…E

　‡1P

　l^P

lP

1P

20グ

死
亡，

保
険
金
1

（Ml。一M。。）÷D1。 11グ

年度　111213　…
子年齢　121314　…

親年齢　434445…

【収入現価】

δ］。，。。＝珂

20　　21　　’．’　24

21　　22　　’II　25

52　　53　　…　　56

1。ρ。。（M。。一M。。）÷Di。

M。。÷Dl。
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○契約開始後10年経過後の将来法責任準備金（親が死亡している場合）

親が死亡しているため予のみについて考えればよい。親が死亡するまでに払い込まれた保険

料の回数が々回であるから、子が22歳までに死亡した場合の給付金は幻〆である。また、保険

料の負担は当面免除されるが、子が25歳に到達すれば子の負担で再び払込が開始され子の終

身継続する。従って、

、。γ一、。一、、・げMl・一”し・ム

　　　　　　　　　Dl．　　　D1。

、亟、〆．⑰Wl・一M・・）．戸、匝

耳。　　　　　　Dl。 D1。

【給付現価】

M　÷D　22　　　　12
死
亡

保
険
金
1

（M］。一M。。）÷Dl。 皮グ

　年度　1リ213
子年齢　121314
親年齢　一一一

20　21　　　24

21　22　　　25

【収入現価】

保険料払込免除 M。。÷Dl。（保険料払込再開）
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（参考）

この問題及び教科書の解答では、給付現価を求める場合に既払込営業保険料1戸を返還する場

合、2戸を返還する場合、…と考えているが、年度ごとの給付現価を考えていく方法もある。

例えば、第3年度に給付金が支払われるのは当然子が第3年度に死亡する場合であるが、親が
第1年度に死亡している場合は1グ、第2年度に死亡している場合は2戸、第3年度始まで生存
した場合は3戸が支払われる（第3年度は親の生死によらず3戸が支払われる）。

このような考え方により、子が22歳になるまでの給付現価を求めると、
　・％・1戸・・21■9。（σ。ゴ1グ・ρ…2戸）・・3．1％（％・・1グ・ll％ゴ・P｝・汐1・・3グ）十…

　　　　　・ツ201。』9。（％。・1戸・…■9・…グ・。一・・…グ半・叫1・ρ…20グ）

一1グ（ツg。・ソ2，1州。。十ツ3，1”……・ソ2㌦1％二g・・）・2グ（γ21I％・ρ1ヨ・γ3，lg．1■9ヨ。・…・γ20、、lg。・、ig。。）

　　　　　・…・19戸（・19，、一9。・l1ρ。。・戸、、3％・、、一％。）・20戸・ツ20、、I％・。ρ。。

　　　　　　　19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

一’～・・…Σへ・・）・2市211出・ll・・Σ1＾㌧1・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
　　　　　・’．．・’9市1911舳…11i・・Σへ・）・20グ‘γ2011冊・

一1B・（1一地）㌣／…／ρ着チ側1一・）ハ守／

　　　　　・・1叶竿協（1一・）㌣／…ダザ

一グ（”ブM・・）一ρ・・（M・一Ml・）、2グ．ρ・・（弘一M・・）一ψ・・（”ぺ”・・）

　　　　　　　　　D．　　　　　　　　　　　　　D。

　　。．．．。19グ．1・ρ・・（M・バM・・）一1・ρ・・（M・1－M・・）。20グ1・ρ1・（M・rM・・）

　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　グ
岩一・

o（M。＿M。。）＿ρヨ。（M。＿M。。）十2・ρ。。（MゴM。。）＿2・。ρ。。（M。＿M。。）

D。

　　十…千19・1語ρ。。（M。。一M。。）一19・1。ρ。。（M．1－M。。）十20・】。ρ。。（MバM。。）｝

　グ
ー一・

o（M。一M。。）十ρ。。（M。一M。。）ソ。。（M。一M。。）十…十】ψ。。（MバM。。）十1。ρ。。（M．1－M。。）｝

D。

一々＾（M責一仏）

となり、やはり（n）と同じ式が得られる。

問題演習を積むことによりこのような式を一度に書き下すことができるようになってくる。ま

た別の解き方を考えたり、その式が意味するものを考えるようにするとよい。

なお、この問題では採り上げていないが実際の保険商品（子供学資保険など）では、さらに小

中高の入学に合わせた生存給付金や親が死亡した後に育英年金を支払うものもある。参考にさ

れたい。

一42一



問題4．

1
D“
@工

21 〃”
@　　■十’

2
M”
@　工

22
M”
@　　五十’I

3
〃ω
@　工十π

23
Dれ
@工

4
M”
@　工

24 が　工

5
Mπ
@　工十π

25 M’‘
@　　五十’

6 が　よ 26 M’
@　　工十”

7 Mj
@　工

27 M。。
@　工十f

8 M一’

@　五十’1

28 M蜆。
@　工十”

9
M“@　工

29 M　　　工十‘

1O
M“@　■十π

30 M　　　工十”

11
M　　工

31
z”
@　工十j

12 M　　五十π 32 a“
@　工十〇

13 6“　　工十’十j 33 a”　　工十∫

14 a”　　よ〃十j 34 が　　北十凸

15 ジ　　エ 35
M“@　工

16 ジ三　工 36
M“@　　工

17 aミ　　エ十’十s 37 M’”
@　　工

18
z“@　■÷’十∫

38 M’i
@　　工

19
M“@　　■十‘

39 M　　　工

20
M“@　　工十“

就業者であるx歳の被保険者が、年払n年満期全期払込定期保険（死亡保険金額1　保険
金年末支払）に加入した。保険料の払込は就業不能状態となった以降は免除するものとす

る。なお、就業不能状態からの回復はないものとし、以下の保険料計算においては予定事

業費率は考慮しないものとする。

（1）この定期保険の年払保険料を以下のとおり求める。

この保険の支出現価は、次の二つの合計となる。

A．x歳の就業者が〃年間のうちに就業者のまま死亡した場合に年度末に保険金1を支払う

　保険の支出現価
B．π歳の就業者がn年間のうちに就業不能状態となり死亡した場合に年度末に保険金1を

　支払う保険の支出現何
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Aを計算基数を用いて表すと、

2団｛種となる。
・・・・・・・・・・・・・・…@　　（I）

1厘］

Bを計算基数を用いて表すと、

4匝一5区コー・1・
7匝一8匝園

6厘］
　　　　　となる。 ・・・・…@　　（亙）

1厘コ

年払純保険料をpとすると、収入保険料の現価は、計算基数を用いて表すと、

、x（9�m面）となる。
　　　　　　’匝コ

・・… @　　（皿）

収支相等の原則より　（I）十（I）＝（皿）が成り立つ。

よって、求める年払純保険料（p）を、計算基数を用いて表すと、

P＝

2区コー3巨頭・4区コー5匝国一・1・
7回コー8匝重

　　　　　　　　　　g匝コー’O匝コ

　　　　　　　　　　　　7画］一8匝園
n匝コー’2区；コー・1・

一　　　　　　6回　　．

6回コ

・・・・・・…@　　（lV）

g匝コー’O匝種

（2）この保険契約のx÷c歳の者の将来法および過去法における保険年度末責任準備金を考

　え、両者が一致することを証明する。

x＋c歳の者の将来法により計算した保険年度末責任準備金を仏とすると、

／｛一111ρ机一恥恒コ・恥㍗匝

　　　　　　　　　　　　　ユ6田川　　　　　用
　　　　　　　　　　　　　俳〆通一PXポ〔

両辺にソ州を乗じ・さらにγ川セニ、・十に、一’ζ・、ρ二》で割って計算基数を用いて表示すると・
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っ、一画辛コ・τ！宰
　　．．D　　　．．D　D＿D“・五十’　D－DH・用
　舳工か　用工が　　エ　　　　　　エ　河．恒コ！匝．、×1正ド画

＝”x；コ｛；コ．τ巧囚ノ互．、xη匝ド回

　～一・冷～一峰何㌦一町1
　　■　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　エ
次に、川蔵の者の過去法により計算した保険年度末責任準備金去zとすると、

／ll・1二一～机一・・婁（・・〆面一三（・・〆匝

　　巾〆酊早・〆園
両辺にγ川を乗じた後・ソ川杷十帆一’ζ・、ρニルで割って計算基数を用いて表示すると・

｛、一、・τノ寧一正ノ寧

　　．．D　　．．D　D＿D一一・舳D－D阯・”　　川ヱが　州工が　　　工　　　　　　上　．η団｛目、万回．恒1｛コ
　レ・二・Dニチレ・ζ・Dニテ　m匝

　　D　　D　　　エ　　　　　　エ、、x正！匝．39回！匹］

　　．．〃　　．．〃　D＿〃I・川D－D蜆・川　”工が　川工が　　　エ　　　　　　エ　十工．価！匝コ．．．．．．．．．．．．．（。）

　～一・二・等恒1
　　Dカ
ここで、
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、x35謌黷Q7回＝、×35匝一28区．、X27町28区

　　　．．D一　　　　　　．．D一　一D－j＝）蜆・工“　　　D一』）一一・工十‘

　用　工Dミ　　　舳　■D’　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　■
右辺第一項に（lV）を代入して整理すると、

　．．がD‘j）蜆・工十’

川工 ｪ
　　上

、×35謌黷Q7団

　　がD＿が・二坐
川工 ｩ

　　　工一39�Rー30区；コ
23

�R8四一26匝園
　　・一、一・二・D㍍・一、一・二・D㍍　24回

　　　　が　　　　が　　　　　エ　　　　　　　　　　　エ
　　27区コー28匝獲

　　　．．が　　D　－D“・川
　　洲工か　　　　工これを（V）に代入して整理するとZ＝帆が証明できる。

一P×
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